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文序

山紫水明の地、八ヶ岳南麓に住む私たちは、この自

然のすばらしさとともに、先人たちによりこの地に集

かれ残されてきた文化遺産も誇りにしたいものです。

太古より営まれてきた、自然や文化を、未来の人々

から批判されることなく、受けつぎ残してゆくことが、

今この地に生きる私たちの使命であると思います。

長坂町では、県営回場整備事業に伴い、埋蔵文化財

の記録保存のための発掘調査を実施 しております。本

年度は、大入田地区の、深草遺跡 う別当十三塚遺跡・

別当遺跡、自井沢地区の糀屋敷遺跡の調査が行なわれ、

縄文後期、平安れ中世の各時期の遺構、遺物が確認さ

れ、貴重な資料を得ることができました。ここに、そ

の成果を報告書として干」行し、広く活用していただけ

れば幸いです。

最後に、今回の調査にあたり、御指導いただきまし

た、県教育庁文化課、峡北土地改良事務所関係各位、

また、多大な御理解、御協力をいただきました地元の

皆様に、深く感謝いたします。

昭和62年 3月

長坂町教育委員会

教育長向 井 正 沈
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1.本書は、昭和61年度県営圃場整備事業に伴う、深草・別当十二塚・別当 (2次 )

糀屋敷遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は、峡北土地改良事務所 との負担協定により、文化庁・山梨県より補助金

を受け、長坂町教育委員会が昭和61年 7月 1日 から10月 18日 にかけて実施 した。

3.本書の執筆は、第 I章 を平島長生が、第Ⅱ～Ⅷ章を小田澤佳之、櫻井真貴が行い

分担当者名を各項目の文末に記した。

4.本書の編集は、小田澤佳之、櫻井真貴が行った。

5.別 当十三塚出土の人骨の分析は、聖マリアンナ医科大学の森本岩太郎、工藤広幸

両氏にお願いした。

6.別 当十三塚遺跡の全測図及び平面図はシン航空株式会社によるものである。

7.本書の作成及び発掘調査にあたり、下記の方々より作「指導・御助言をいただいた。

御芳名を記 して感謝の意としたい。
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保坂康夫・ 山路恭之助     (順 不同・敬称略)

8.本調査の出土品・諸記録等は、長坂町教育委員会で保管している。

9.調査組織  調査主体 長坂町教育委員会

調査担当 小田澤佳之

.    調査員  櫻井真貴

事務局  長坂町教育委員会

坂本正輝

平島長生
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小沢茂・′卜沢みずえ・小林登美恵・鈴木節子・ 清水光子

滝田武子・島畑松代 。日向一子・平島弘子・平島富士子

保坂和博・堀内よしみ・谷戸静子・若林松子・小松かずえ

凡       例

1.各遺構、遺物の結尺付、各挿図中に表記した。

2.各遺構の方向付、すべて磁北に合わせてある。

3.挿図版、図版に付したHは土墳を表す。

4.各挿1図 中の遺構断面1図上にある数字は、標高を表す。また、断面図の斜線は石

を、スクリーン・ トーンは焼土を表す。

5.住居址平面図でカマド部分はスクリーン・ トーンで範囲を示している。

6Ⅲ カマドや炉址におけるスクリーン・ トーンは焼土範囲を示す。

7.本書で使用した地図は、長坂町発行の 1/25,0001tL形 図と、 1/1000地籍図である。



次目

序   文

例   言

凡   例

第 I章 調査に至る経緯……………………

第Ⅱ章 調査の方法と経過 …………………

第Ⅲ章 遺跡の立地 と周囲の環境 …………

第Ⅳ章 深草遺跡 ……………………………

第1節 検出された遺構 ………………

1.住居址…………… …………… … …… …

2.土 坑 … … … … … …… … …… …

第 2節 出土遺物 ……………………

住居址出土遺物……………………………

第V章 別当十三塚遺跡 ……………………

第 1節 検出された遺構 …… …………

1.第 1号塚… …………… …・… ………

2.第 2号塚…… …………………………

3.第 3号塚 ………………………………

4.第 4号塚………………………………

5。 第 5号塚………… ……………………

第 2節 出土遺物 ……………………

1.土器 。陶磁器 …………………………

2.石 造 物………………………

第 3節 ′1ヽ   結………………………

第Ⅵ章 別当遺跡 (第 2次調査 )

2

2

7

8

8

8

11

16

16

18

18

18

18

18

23

努

24

_94

%
26

努

28

_98

28

努

_23

28

29

29

29

"30
3Cl

鉤

3Cl

拗

30

31

31

第 1節 検出 された遺構 …… … … … …

1,第 1号敷石住居址 ……… … … ……

2.第 2号敷石住居址 ………… …………

3.上  坑 …… …… ……… … … … …

第 2節 出土遺物 … … … … … … … …

1.第 1号敦石住居址 ……… ………… …

2.第 2号敷石住居址 …… ……………………

第Ⅶ章 糀屋敷遺跡 ………………… …………

第1節 検出された遺構 ………………

1.住居址 …… …………………… ………

2.濤状遺構… …………………… ……

3.屋外炉…………… ……………………
.       4.土    坑… …… …… … … … …

第 2節 出土遺物 … … … … … … … …

1.第 1号濤状遺構…… …… …Ⅲ………

2.第 3号屋外炉―………………………

3.第 7号屋外炉…………………………

4.第 8号屋外炉 ……………………… …



次図挿

第 2図

第 3図

第 4図

第 5図

第 6図

第 7図

第 8図

第 9図

第10図

第■図

第12図

第18図

第14図

第 1図  遺跡の位置……………………………… 1 第25図 別当遺跡第1。 2・ 3号土坑実測図 ………37

第26図 別当遺跡土墳墓実測図………………………38

第27図 別当遺跡第 1号住居址……… …………38

第28図 別当遺跡第 2号住居址…………… ……38

第29図 糀屋敷遺跡遺構配置図……………39。 40

第3Kl図 糀屋敷遺跡第 1号住居址 ………………… 41

第31図 糀屋敷遺跡第 1号住居址 炉址実測図…42

第ψ図
繁ξ啓尾探遺構翔 直

…… 判 望 4

第33図 糀屋敷遺跡第 2号濤状遺構実測図… …45

第34図 糀屋敷遺跡第 1・ 2・ 3号炉実測図……………46

第35図 糀屋敦虞跡第4・ 5。 6号炉実測図 …… …47

第36図 糀屋敷遺跡第 7号炉実測図… …………48

第37図 糀屋敷遺跡第 8号炉実測図……………つ

第38図 糀屋敷遺跡第 1・ 2・ 3・ 4号土坑実測図 …50

第鵠図 糀屋敷遺跡第5・ 6・ 19号 土坑実測図 ……51

第40図 糀屋敷遺跡第7・ 8・ 9。 10号土坑実測図…52

第41図

第42図

第43図

糀屋敷遺跡        ……
第11'12・ 13・ 14号土坑実測図

糀屋敷遺跡第25。 26号土坑実測図

糀屋敷遺跡
第15。 16・ 17■8,22号 土坑実測図

第44図 糀屋敷遺跡第23・ 24号土坑実測図 … …56

第45図 糀屋敷遺跡第 1号濤出土茶臼実測図…57

第46図 糀屋敷遺跡第 3号屋外炉出土土器 ……57

第47図 糀屋敷遺跡第 7号屋外炉出土土器… 57

第48図 糀屋敷遺跡第 8号屋外炉出土土器……58

奇目撞誅浣立昆雷
i… … 4・ 5

糀屋敷遺跡立地図……………………… 6

深草遺跡遺構配置図…………………… 9

深車遺跡第 1号住居址実測図 …………10

深草遺跡第 1号住居址 カマ ド実測図… 11

深草遺跡第 1～ 6号土坑……………… 12

深草遺跡第 7～ 12号土坑……………… 13

深草遺跡第13～ 17号 土坑………………14

深草遺跡住居址出土遺物………………16

別当十三塚遺跡遺構配図………… ……17

緊▼首豪で憂を誓壊扉審雷………慟

緊き首涙で舅管号効面∬……ゼ0

樫炭壇轟で厚瞥土桑塾臭蜀自…咆Ⅲ2

第

“

図
輿吉壱巖で涙絡室島冨

簸 Ⅲ … …%

第17図 別当十三塚遺跡出土工輪塔実測図……27

第18図 別当遺跡遺構配置図………… …… … 32

第19図 別当遺跡第 1号住居址敷石配置図 ……33

第20図 別旨遺跡第 1号住居址掘 り方実測図…33

第21図 別当遺跡第 1号住居址炉実測図………34

第盟図 別当遺跡第 2号住居址敷石配置図 … 35

第23図 別当遺跡第 2号住居址掘 り方実測図…36

第24図 別当遺跡第 2号住居址炉実測図………37

次

第 1表 深草遺跡土坑一覧表……………… … …… ………… …15

第 2表 糀屋敷遺跡土坑一覧表……………… …… …… ………59



よザ策

辻中|

エ

即

n＼(べ

第 1図 遺跡の位置 (1/25,OCXl)

()本 年度調査遺跡

0遺 跡

-1-

A城 館址
  電働

十三塚



第 I章 調査に至る経緯

昭和54年 から行なわれている県営回場整備は、水田利用再編対策、作物体系の確立、農地の

集積による機械化と省力化等、農業生産基盤の確立をもって農業振興を図ることを目的として

いる。長坂町における県営圃場整備は、昭和58年度から実施され、すでに、第 2工区 (大和田

地区)、  第 6工区 (夏秋地区)の 27.5haが完了している。

この間、回場整備に伴 う埋蔵文化財発掘調査は、昭和58・ 59年度に小和田館跡、昭和60年度

に小和田北遺跡、別当遺跡が調査され、多くの成果を得ている。

昭和61年度県営回場整備事業は、第 1工区 (白 井沢地区)2.lha、 第 2工区2.Oha、 第 6工区

4.Ohaが 計画され、昭和60年 12月 、長坂町教育委員会が現地踏査を行なった結果、第1工区糀屋敷遺

跡で縄文後期の土器片を中心とした散布が認められた。第 2工区では、前年度調査された小和

田北遺跡の北側に深草遺跡が隣接 し、別当遺跡は同一尾根上の南側へと集落が伸びている可能

性から別当遺跡 2区 として継続的な調査を必要とした。この後、第 2工区に所在する原田山が

埋土として使用されることになり、計画上全山が削平されることとなった。この原田山には、

別当十三塚遺跡があり、南北に連なる11基の塚を確認した。

以上の結果より、山梨県教育庁文化課、峡北土地改良事務所と協議を行い、本調査を実施す

る運びとなり、調査対象面積は、14,300だ として調査主体は町教育委員会があたることとした。

昭和61年 1月 7日 、昭和61年度文化財関係国庫補助事業として県教育委員会へ計画書を提出、

昭和61年 4月 18日 交付内定を受ける。同7月 10日 補助金交付申請書を提出する。また、昭和61

年 6月 2日 峡北土地改良事務所と長坂町との間で、県営回場整備事業に伴なう埋蔵文化財発掘

調査の負担協定を取 りかわし、埋蔵文化財発掘調査実施計画書を提出した。

発掘調査は、昭和61年 7月 1日 に開始 し、昭和61年 10月 18日 に調査を完了し、昭和62年 3月

31日 に全ての作業を終了した。

第Ⅱ章 調査の方法と経過

本年度の調査は、数 ヶ月のうちに 4遺跡の調査 を実施 しなければならないという事情から、

ある程度の 2遺跡同時調査 と航空測量の一部導入 といった調査期間短縮の為の努力がなされた。

各遺跡の調査方法は、別当十三塚遺跡 を除 く3遺跡については、まず重機による表土象1ぎ の

後、磁北 を基準 とした10mメ ッシュのグリッドを設定するとともに、鋤簾による精査 を行って

遺構を検出 し、各遺構の調査を行 うという方法で行った。また、十三塚の調査は、全体図及び

―- 2 -



平面図については航空測量で行い、その後で各塚を4分割半裁 して断面図を作成 した。図面作

成後、塚を全堀するとともに東西南北に小 トレンチを入れて、付属施設等の調査を行 うという

方法が取られた。また、調査は回場整備の関係上深草遺跡から開始 して、別当十三塚 。別当・

糀屋敷遺跡の順番で進められることになった。

まず、深草遺跡の調査が昨年度調査された小和田北遺跡の北側の削平部分について、7月 3

日より実施された。しかし、最初は重機の到着が遅れ、人力による表土祭!ぎ を余儀なくされ、

7月 14日 に重機が遺跡に入ってこの作業が終了するまで、調査はほとんど進展しなかった。そ

の後遺跡の北側より精査を始め、遺構確認を行 うとともに、グリッドを設定 した。また、精査

の段階で、遺跡の南側約%程度が湧水の為調査不可能であることなどが判明し、この部分につ

いての調査を断念 した。そして、本遺跡で検出できた小土墳や住居址の調査を行った訳であるが、

全域にわたつて採石などによると思われる攪乱がひどく、検出した土墳の半数前後は埋めもど

した。その結果、本遺跡で検出された遺構は住居址 1軒 と小土城17基 となり、8月 3日 に全て

の調査が終了した。

次に、別当十三塚遺跡の調査が、今年削平により消滅する南側の 5基について行なわれた。

まず 7月 1日 から4日 まで調査の為の除草作業を行い、ついで7月 7日 と19日 にそれぞれ平面

図と全図用の航空測量が行なわれた。そして8月 5日 より、本格的に作業員を投入 してて調査

を開始 した。各塚を4分害1半裁 して断面図を作成した後、残 りを全掘 して付属施設等の有無を

調査するとともに、塚の東西南北に小 トレンチを入れて他に遺構がないかなどの確認調査も行

った。この調査で塚本体以外の遺構が、第 4号より小濤状遺構と土墳墓が各一基づつ検出され

た。また、この上墳墓よりほば 1体分の人骨が出土したので長坂警察署に連絡を取 り、確認し

てもらった。そして、全ての調査が終了したのが8月 25日 であつた。

3番 目の別当遺跡の調査は、昨年度の謝査に引き続いて南側の残 り半分が調査対象となった。

まず 7月 18日 より31日 まで延べ11日 間にわたり、重機による表土象1ぎ が行なわれ、多くの遺物

と遺構と思われるものをいくつか確認している。そして、十三塚の調査終了と前後 して8月 23

日より、作業員を投入して遺跡の北側より精査を行い、遺構の検出を行 うとともにグリッドを

設定した。また、調査を進めていくうちに東側を中心として、全体的に確認面が実際のそれよ

り高いことが判明した。この為主な地点に小 トレンチを設けて遺構の再検出が行なわれた。そ

うして検出された住居址 と土壌の調査が並行して進められた。

本遺跡で検出した遺構は、敷石住居址 2軒 と土墳 3基、土墳墓 1基であった。また、この土

墳墓からもほぼ一体分の人骨が出土したので、前回同様長坂警察署に連絡を取 り、確認 しても

らつた。本遺跡の調査は、予想以上に2軒の敷石住居址の調査に手間どってしまい、また途中

にお彼岸休みを3日 はさんだ為、全ての調査が終了したのは10月 2日 であつた。

最後の、糀屋敷遺跡の調査は、 9月 4日 より8日 まで重機による表土象1ぎ が行われ、この時

点で複数の土壊状の落ち込みを確認した。また、表土象1ぎ が終了した段階で遺跡の西側半分は、

-3-
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ほとんど礫層が露出していた為調査不可能と判断した。さらに、この頃になると予定日数を大

幅にオーバしつつある為、9月 9日 より別当遺跡の調査に最低必要な人数を残 してすべての作

業員をこちらに移して、遺跡の東側より精査を開始して遺構の検出を行った。またこれと並行

してグリツドの設定も行った。確認された遺構は9月 16日 より土墳の調査から始めた。そして

別当遺跡の全調査が終了した10月 2日 から本格的な調査を開始して、土境、濤、住居址、炉穴

と順次調査を進めた。

本遺跡で検出された遺構は、住居址 1軒・炉穴 8基・溝 2本・土躾26基であつた。

こうしてせまり来る日程と諸事情による作業員の不足とに悩まされながらも、10月 18日 に本

遺跡の全ての調査を終了した。そして器材を撤収 して 4遺跡の調査がここに全て完了したので

ある。 (小田澤佳之 )

第Ⅲ章 遺跡の立地 と周囲の環境

深草・別当十三塚・別当の 3遺跡は山梨県北巨摩郡長坂町大八田地区内に、糀屋敷遺跡は同

白井沢地内にそれぞれ所在している。

長坂町は、八ヶ岳南麓の扇状を呈する緩やかな裾都に位置している。三分―に代表される八

ヶ岳の豊かな湧水は、幾筋もの水流の源となり下流に向かって合流、分岐をくりかえしつつ、

須玉川や姿無川へと流れ込んでいる。これらの小河川は、統合することによりその侵蝕力を強

め、標高780～800m付近において幾つもの小渓谷を作 り、それらに扶まれる形で南北に細長い

低台地や尾根、独立丘陵などを形成 している。

本年度調査を行った4遺跡 をはじめとして、八ヶ岳南麓では規模の大小はあるものの、同様な

地形上に多くの遺跡が存在している。これらの遺跡の内には、近年の回場整備事業に伴って調

査が行なわれたものも少くない。以下において周辺の遺跡について簡単に示してみる。

(第 1図参照)

A.深 草遺跡

B。 別当十三塚遺跡

C,別 当遺跡 (2次 )

D.糀 屋敷遺跡

1.東 姥神遺跡

2.天 神遺跡

3.谷 戸城址

平安時代

中近世の十三塚

縄文時代後期・中近世

縄文時代後期・ 中近世

縄文時代中期・平安時代

縄文時代前・ 中期 。平安時代

中世城址
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4.城 下遺跡

5.前 林十二塚遺跡

6.豆 生田遺跡

7.金 生遺跡

8.寺 所遺跡

9.深 草館址

10.別 当遺跡 (1次 )

11.小 和田北遺跡

12.小 和田遺跡

13.小 和田館址

14.柳 坪遺跡

15.塚 原十三塚遺跡

16.太 日神十三塚遺跡

平安時代

中近世の十三塚

縄文時代後期・平安時代

縄文時代前期～晩期 。平安時代 。中近世 (国指定史跡 )

縄文時代前期 。中期・平安時代

中世城館址 (町指定史跡 )

縄文時代後期 (2久調査 と合わせて 1つ の遺跡 )

平安時代・中近世

縄文中期・平安時代 。中世

中世城館址

縄文中期・弥生時代・平安時代 。中世

中近世の十三塚

中近世の十三塚

この外にも、金生遺跡に勝るとも劣らない様な配石遺構が出土した石堂遺跡など貴重な遺跡

(小日澤佳之 )が多い。

第Ⅳ章 深 草 遺 跡

第 1節 検出された遺構

1.住居址 (第 5・ 6図 )

第 1号住居l■ は、C-2グ リット北側に位置する。平面プランは歪んだ四角形を呈し、壁長

は約4～4.5m程度である。主軸方向をN6ば Wに とり、南東壁にカマ ドを有する。覆土は黒色土

層と黒禍色土層の 2層で構成されている。壁は南東壁北側が攪乱を受けてはっきりしない以外

は比較的しっかり残っており、壁高はそれぞれ30～ 40cm程度である。床面はほぼ平担であるが

柱穴や側濤などは検出できなかった。また、住居l■ 中央部に径 lm程度の比較的平らな石が配

してあった。

カマ ドは、南東壁やや南よりに位置し壁外に約40Cm程度張 り出して構築されていたと思われ

るが、遺存状態が不良ではっきりしない。ただ、カマ ド上層部からノデの補強に使用したと思

われる礫がいくつも検出されており、輪郭をとらえることは可能である。焼土部分は約40× 30

cmの範四で確認できた。掘り方は約■OCm× 90Cmの精円形プランで深さは床面より10Cm程度を測

る。また、焼土の奥寄りに支脚として使用したと思われる角柱形の石が立ったままの状態で残

-8-
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第4図 深草遺跡 遺構配置図 (1/600)
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口
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li黒色土層 しまりあり、粘性あり、日―ム粒子を微量含む。

2.黒禍色土層 しまりややあり、粘性ややあり、ロームをプロック状に少量含む。

第 5図 深草遺跡 第 1号住居址実測図 (lMl

-10-



存 していた。

遺物は、本址南コーサーから南西壁付近にかけて、昌書土器を含む郭や台付皿などが出土し

ているほか、カマ ド周辺からも数点検出されている。

本址の構築時期は、検出された遺物等より平安時代中頃と考えられる。

2.土 坑 (第 7・ 8・ 9図 )

本遺跡で検出された土坑は、全部で17基 である。全般的にみて、中型から小型のものが多い。

本調査区域内ではこれらの分布や位置関係に関して、ほとんど規則性をみいだすことはできな

かった。また、各土城

から検出された遺物も

ほとんどなく、小破片

が数′点みつかつている

のみで、遺構の時期や

性格を推定 し得るよう

なものはなかった。な

お、各土坑の計測値等

は第 1表に記 してある。

(小 田澤佳之)

L=75390

1.黒色土層 しまりあり、粘性ややあり、ブロック状のロームと小石を少量含む。

2.責褐色土層 しまりあり、粘性あり (地山の一部と思われる)

3.明褐色土層 しまりやや強い、粘性やや強い、ローム粒子と小石を少二含む。

4.黒褐色土層 しまりあり、粘性やや強い、日―ム粒子を微量含む。

5,明褐色土層 しまりややあり、粘性ややあり、焼土を若干含む。

6 焼  土

7 ロームブロック

8 奈禍色上層 しまりあり、粘性ややあり、焼土粒子とローム粒子を微量含む。

深草遺跡 第 1号住居址カマ ド実測図 (1/0)

―- 11 -―
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第 6図



第 7図 深草遺跡  第 1～ 6号土坑 (1/20)
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第 8図 深草遺跡 第 7～ 12号土坑 (1/20)
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第 9図 深草遺跡 第13～ 17号土坑 (1/劉 )
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土壌配 グリット 形 状 長軸方向
法 量

備 考
径 (cm) 深 さ (Cm)

H-1 B-1 不整円形 N 32° E 83× 49 17

H-2 B-1 精 円 形 N 19° E 48× 33 20

H-3 B-3 長精円形 N15° W 75× 44 14

H-4 B-3 精 円 形 N 9° W 85× 57 16

H-5 B-3 長精 円形 N 45° W 79× 50 22

H-6 B-3 円 形形 43× 34 20

H-7 B-3 楕 円 形 N 35° W 55× 46 46

H-8 A-3 円 形 40 24

H-9 C-3 不整円形 54× 48 33

H-lo C-3 長精円形 N23° E 82× 53 32

H―m E-4 精 円 形 N65° E 91× 83 12 テ ラ ス有

H-12 C-4 長楕円形 N 51° E 96× 66

H-13 C-4 不整円形 N62° E 107X68 29 テラス有

H-14 C-5 不整円形 39× 31 20

H-15 C-5 不整円形 N 7° W 90× 46 25

H-16 C-6 精 円 形 N27° E 125× 83 23

H-17 C-6 楕 円 形 N23° E 113× 87 16

第 1表  深 草 遺 跡 土 坑 一 覧 表
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第 2節 出 土 遺 物

1.住居址出土遺物 (第10図 )

1～ 5は内黒の上師器であり、 6は須恵器の大甕の大破片である。 1は郭で、日径12.Ocm、

底径6.2cm、 器高4.lcllaを 計る。外面に「七」の文字が墨書されている。 2は椀で、日径16。 Ocm、

底径6.3cm、 器高6.5cmを 計る。底部から体部下半まで回転ヘラ削 りによって調整されている。

3も 椀で、日径15,4cln.底 径6.5cln、 器高6.Ocmを 計る。 4は高台付皿で、日径は14.8cm、 現存

底径は5,Oc14、 現存器高は2.6clnを 計る。高台は全て欠失している。外面に「守」の文字が墨書さ

れている。 5は椀で体都中位以上を欠失する。底径は5,8cm、 現存器高は2.7cmで ある。体部下

端に小さな稜 を有する。 6は須恵器の大甕の破片だが径を復元するには至らなかった。肩部か

ら、胴上位にかけて灰釉がかかってぃる。 (腰 井真貴)

第10図 住居址出土遺物 (%)
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第11図 別当十三塚遺跡 遺構配置図
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第V章 別当十三塚遺跡

第 1節 検 出 され た遺構

1.第 1号塚  (第 12図 1)

本塚は、別当十三塚群の乗っている独立丘陵上の南端部に所在する。東西径約5。2m、 南北径

約5.6m、 高さ約0,5mを それぞれ計測する。形状はほぼ隋円形を呈するが、全体的にくずれた

感 じで、しっかりした形ではない。また北側の部分は、第 2号塚 との境がはつきりしないが、

これは同塚の盛上が流れた為と思われる。

なお本塚からは、付属遺構と思われるものや、遺物等については何も検出できなかった。

第 2号塚  (第 12図 2)

本塚は、第 1号塚のすぐ北側に所在 し、塚の裾部が重複 していてはつきりしない。東西径約

5.5m、 南北径約4.9m、 高さ約0.6mを それぞれ計測 し、形状は隋円形を呈する。本塚の盛土は、

ながされており、裾部がはつきりしない。

また、本塚からも付属遺構等は特に検出できなかった。しかし、遺物については、陶器片が

数点盛土中から出土 している。

3.第 3号塚  (第 13図 1)

本塚は、第 5号塚に次いで保存状態が良好で、盛土もしっかりしている。東西径約 6m、 南

北径約5,4m、 高さ0.8mを それぞれ計測 し、形状は隋円形を呈する。前出の 1・ 2号塚と違い、

裾部がはっきりしていて、完全に独立した塚となっている。

本塚からも付属遺構と思われるものは特に検出できなかったが、塚の中央部付近の表上下約

0.7m程度の位置から少量の焼土が小ブロック状に検出されてお り、注目すべき点であろう。

遺物としては、盛土中からは何も出上 しなかったが、塚上から板碑と工輪塔の空風輪が各 1点

ずつ検出されている。
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一
朝

2 明禍色土層  しま りあり、 粘性ほとんどな し
3 暗茶褐色上層  しまりあ り、 粘性ややあり
4 暗褐色上層  しま りあり、 粘性あ り

第12図 丹可当十三塚第 1号塚・第 2号塚断面図 (1/ω )

別当十三塚 2号塚

1表  上

2.明禍色上層 しま りあり、粘性ほとんどな し

il吾糧雹圭層 し雲サ宅モありⅢ羅桂ほとんどなし       2

Ａ

一

〆

一

別当十三塚 1号塚
1表  上
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Ｂ

一

B′

L=772.50m

Ａ

一

別当十三遺跡 3号塚

1.表  土

2.明褐色土層 しま りややあり、粘性ほとんどな し

3 暗褐色土層 しま りあり、粘性あ り

4 黒禍色土層 しま り強い、粘性あり

別当十三塚遺跡 4号塚

1表  土

2 明禍色土層 しまりあり、粘性ほとんどな し

3 黒褐色土層 しま りあり、粘性ややあり

4 明茶褐色土層 しま りややあり、粘性あり

5 焼  土

第13図 別当十三塚 。第 3号塚 。第 4号塚断面図 (1/60)

〆

一

Ｂ

一

B′

L=773 0tlm

― 拗 ―
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L==772.20m

明褐色上層 しまりややあり、粘性ほとんどなし、黒色粒子を微量含む

暗褐色土層 しまりややあり、粘性ほとんどなし、黒色粒子を微量含む

明褐色土層 しまりあり、粘性ややあり、黒色粒子を極微量含む

1 黄茶褐色土層 しまりややあり、粘性ややあり

Ｅ
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第14図 別当十三―塚遺跡 1第 4号嫁内濤状遺構。1号土城墓実測図 (1/20)



4.第 4号塚  (第 13図 2)

本塚は、今年度調査を行った 5基 の中で唯一塚に伴 う遺構と思れるものが検出されている。

東西径約7.5m、 南北径約6.9m、 高さ約0。 7mを それぞれ計測する。形状は隋円形を呈し、径に

くらべて高さがやや低 く、偏平な感 じである。本塚の盛土は、南北方向が地山の傾斜にそって

盛ってあるのに対 して、東西方向のうち東側は、どの塚でもみられた明褐色土層がほとんど薄

く、また西側は、逆にの層がかなり先までのびてお り、他の塚 とくらべて少々かわっている。

本塚からも、第 3号塚同様塚のほぼ中央部付近の地表面下約0,3m程度の所で2ヶ 所、範囲に

して0。 2～0.3m程度のブロック状の焼土が検出されている。また、本塚の地山にあたるローム

層を掘 りくばめて、土墳墓と濤状遺構が各 1基づつ検出されている。

遺物については、やはり盛土中から陶磁器片と縄文土器の小片がそれぞれ数点づつと、工輪

塔の水輪が一点検出されている。

〔土城墓・溝状遺構〕 (第 14図 )

本土墳墓は、第 4号塚の中心部よりやや西側にはずれた位置より検出された。東西径約65m、

南北径約8“m(現存)・ 深さ約57cmを それぞれ計測する。この内部より、直上に人頭大の河原

石を2つ置いた状態で、壮年男子 1体分の人骨が検出された。頭部を北に向け、西側を向いた

右側臥屈葬で掘葬されたものと思われる。骨自体の保存状況は比較的良好であったが、副葬品

など遺物は何も検出できなかった。

また、濤状遺構は本塚中央部を北から南にかけて検出された。現存長約 3m、 幅約側硼 、深

さ約2住nを それぞれ計測する。ほぼ直線に掘 られており、断面はU字状を呈 し、履土は一層で

あつた。本遺構の南側は、塚自体の調査時に掘 りすぎてしまい不明であるが、北側については

その先端が検出されている。本遺構からは遺物はなにも検出できなかったも

5.第 5号塚  (第 15図 )

本塚は、本十三塚群の中で、最も保存状態が良好であり、規模も最大のものである。東西径

約 7m、 南北径約6.4m、 高さ約1.lm、 をそれぞれ計測するぅ形状は隋円形を呈 し、裾部もわ

かりやすく、独立 した塚を形成 している。盛土もしっかりしてお り、周囲の土を盛 り上げたであ

ろう形跡が確認できた。

本塚からも、付属遺構と思われるものは何も検出されなかったが、第 3・ 4号塚同様、塚の

ほば中央部、表土から約7後m程度の所から焼土と若子の炭化物が、約3∝mの範囲で検出された。

遺物としては、盛土中より陶器片が数点検出されたほか、塚上部より板碑が一体検出されて
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B′

L=773.30rn

別当十三塚遺跡

1.表  土

2 明褐色土層

3 黒褐色土層

4,焼   土

5 茶禍色上層

5号塚

しまりややあり、粘性ほとんどなし

しまり強い、粘性ややあり

しまりややあり、粘性ややあり

第15図 別当十三塚・第 5号塚断面図 (1/60)

い る。

第 2節 出土遺物

1.上器・陶磁器

本十三塚のうち、第 2号、第 4号、第 5号の三基の塚の盛土中より陶磁器片と縄文土器片が

あわせて2Cl点近 く出上している。このうち、第 4号塚より中国製の青磁小片と思われるものが

あったほかは、検出された陶器のすべてが室町時代後期頃の伊賀 。信楽系の雑器片であつたこ

とは注意すべき事であろう。しかし、出土遺物全て小破片であり図示できるものはなかった。
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第 3号塚及び第 5号塚上板碑実測図 (1/8)
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第16図 別当十三塚遺跡



2.石造物

〔板 碑〕 (第 16図 )

同図 1は 、第 3号塚上にあった板碑で、石材は輝石安山岩が用いられている様である。全体

的にゃゃ薄めで、前方向に反っている。頭部の先端 と根部の一部を欠損 しているがほぼ完形で

ある。頭部は両脇から快 りが入ってお り、その直下の正面部分に二条線が入る。さらにその下

に円形の浅い掘 りこみがある。梵宇等を刻んだものと思われるが、風化の為かあるいは初めか

ら何もなかったのか、文字等を続みとることはできなかった。

同図 2は、第 5号塚上にあった板碑で、石材は輝石安山岩が用いられてお り、前出のものよ

り厚めである。頭部先端 と根部が一部欠損 しているがほぼ完形である。正面上部に二条線をも

ち、その直下に日月かあるいは梵字を刻んだと思われる小円が 2つ左右に配 してある。ただ、

1と 同様文字等は続めない。また、側面にも二条線が刻んであるが、正面の線よリー本分下ヘ

ずれている上、刻みも深 くはっきり刻まれていることから、後世に改刻された可能性が強い。

また、裏面下部ほば中央に同地区の地名である「大入田」の文字がやや くずれた感 じではある

が刻まれている。これも、側面同様刻みが新しそ うな所もあ り、後世の改刻の可能性があるも

のの、大変興味深い資料といえよう。

〔五輪塔〕 (第 17図 )

同図 1は第 3号塚上にあった一石造 りの空風輪で安山岩系の石材を用いている。頂部が欠損

している以外はほぼ完形であるが、梵宇等は亥1ま れてはいない様である。

同図 2は第 4号塚中央部やや北西寄 りの地点、地表面下約15cmの所から検出された水輪と思

われる。こちらも安山岩系の石材を用いており完形である。しかし、 1同様梵字等は何も刻ま

れていない様である。

第 3節 小 結

本十三塚の調査を行っての留意点や、問題点などを以下に上げて、小結としたい。

本十三塚は、塚の周囲の土をローム層までが、若干ローム層をけずってそれらの土をかき上

げると共に、不足分は別の場所から土を持ってきて築造されたと思われる。また、地形が南東

方向にゆるやかに傾斜 しており、その為比較的同方向に盛上が厚 く、塚自体の傾斜も顕著であ

る。但 し、第 3号 と第 5号塚は他の 3基にくらべて、しっかり構築されており、かならずしも

このかざりではない様である。
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第17図 別当十三塚遺跡工輪塔実測図 (1/4)

本十三塚の造成年代については、出土した陶器片の年代が室町時代後期 (16世紀前後)で あ

ることから、同時代かそれ以後のものであると思われる。

また、第 4号塚内より検出された土JIA墓 と濤状遺構については、両方とも塚の造成時かそれ

以前に築造されたものであろうこと以外ははっきりしない。これらは、本塚に伴 う遺構の可能

性が高いものの、遺物などの本塚との関係を裏づけるものが何も出土 していない為、一概には

判断できないからである。但 し、本塚からは工輪塔の一部が検出されてお り、土城墓と本塚の

関係を判断する材料の一つとなるかもしれないが、現時点では具体的なことは不明である。

また、本塚より検出された五輪塔や板碑については、第 4号塚より出土 したものをのでけば

いずれも原位置とは言えず (特に板碑については発見当初は塚の下にあったものもあった。)

さらにこれらの遺物自体の製作年代を決定するだけの決め手がなく、本十三塚との具体的な関

係について、はっきりしたことはわからない、また五輪塔の空風輪と水輪の関係についても、

比較的似ているが、他の部分がみつかっておらず、同一のものかどうかも判断しかねる。

本十三塚を調査 して、第 4号塚の土城墓等貴重な発見が多かったものの、具体的にそれらの

関係をさぐる方法がみつからず、また十三塚自体の性格を判断できる様な遺物等も検出されず、

根本的には何もはっきりしないも同じである。来年度に行なわれる残 りの調査において、これ

らの不明点を解明できる様な資料が検出できることを期待する。 (/卜田澤 佳之)
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第Ⅳ章 別当遺跡 (第 2次調査 )

第 1節 検 出 され た遺 構

1,第 1号敷石住居址 (第 19～ 21図 )

本llLは 、調査区の北西部に位置 し主軸を北西にとっている。長径が約9.6m、 短径が約8mで

ある。検出面が黒色土中のため、重機による表土子1ぎの際、敷石の一部が、移動 した可能性が

ある。従って遺存状態は不良であるが、原型は柄鏡型を呈 していたものと思われる。この様な

事情から、覆土は全 く残存せず、遺物も炉体土器の深鉢以外は皆無である。

炉は、住居址 のほぼ中央に位置 している石囲い炉である。

敷石の下には浅い掘 り方があり、掘 り方面には土坑が 1基存在 した。

2,第 2号敷石住居llL(第22～24図 )

本址は、調査区の西端部に位置している。 1号 と同じく、検出面が黒色土中のため、重機に

よって一部の敷石が移動 している可能性があるものの全体の遺存状況は 1号よりは良好であ

る。

炉は住居址の北側ほぼ中央に位置する石囲い炉であり、炉体土器の深鉢が出土した。

1号 と同じく浅い掘 り方が検出され、土坑が 1基検出されている。

3, 上   坑 (第 25・ 26図 )

本遺跡では 4基の土坑が、検出されている。 1～ 3号土坑はいずれも、経 2～ 3mの不整円

型を呈している。

第 4号土墳は、径 1.5mの 不整円形で内部から人骨一体分が検出された。人骨の遺存状態は

極めて不良で、原形を保ったまま取り上げることは不可能で鑑定も不可能であったため無縁仏とし

て埋葬 した。

第 2節 出上遺物

1,第 1号敷石住居址 (第27図 )
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木址では炉内から口唇部を一部欠失 したほば完形の深鉢が出土した。土器自体は火を受けてか

なり脆 くなっていて、内面も頸部を中心にかなり孝1落 している。器高 21.&m、 底径 7.∝ m、 口

径36.Ocmで 、最大径は口縁部にある。器形は胴部がややつぶれた球形を呈し頸部から大きく外

反して多少立ち上がった口縁に至っている。

胴部は、粘土紐で縦に三つに区画 し縄文を地文にして沈線によって重狐文、円等を描いてい

る。頸部には、粘土紐を二本張 り付 けて棒状工具で押捺を繰 り替えして更にその二本の粘土

紐につまみ出した様なブリッジを6ヶ 所張 り付けてある。

以上の様な様相からこの土器は堀之内 I式に比定されるものと思われる。

2,第 2号敷石住居址 (第 28図 )

本址の炉からも炉体土器が出土している。この土器は小型の深鉢型土器で、頸都以上を欠失

している。現存器高14.&m、 底径6.&mで 、最大径は口縁部にあると思われる。器型はほぼ直

立した胴部に若干括れた頸部から弱 く外反 して口縁に続 くものと思われる。

文様は粘土紐を縦に張 り付けて胴部を三つに区画し、 沈線文 を描 いた後縄 文によって空

白を充填している。

頸部には 2本の粘土紐を張 り付けその上を縄文の原体でよって押捺 を繰 り替えしている。更

に6ヶ 所に2本の粘土紐を跨いてブリッジを張 り付けている。

以上の様な特徴からこの土器も堀之内 I式に比定されるものと思われる。 1曖井真貴)

第V章 糀屋敷遺跡

第 1節 検 出 され た遺構

1,住居址 (第 30。 31図 )

本遺跡では、住居址は 1軒検出されていてローム層を掘 りこんで構築されている。調査区の

北半に位置 している。平面形は径約 5mの不整円形をしているものの、ほとんど削平されてい

て、炉や周濤の一部、ピットなどが残されているのみである。したがって、出土遺物もほとん

どなく、図示できる様な物は無かった。

炉は石囲い炉で、四方に石を工つほど配 した方形のものである。

床面は比較的堅致であつた。

一 鶏 ―



2, 1号濤状遺構 (第32図 )

木址は調査区の北半 をほぼ南北に走 り、調査区を東西に分割 している。全長 約 40m、 幅約

2mで ぁ る。 遺物は濤のほぼ中央から茶日の下半の部分が完形で出土 した。

2号溝状遺構 (第 33図 )

木址は 1号濤 と並行 して調査区を南北に走っているものの全長は 1号濤の約 1/3程 の長さ

で比較するとかな り短い。

遺物は特に出上 していない。

3.屋外炉 (第34～37図 )

本遺跡では 8つの炉址 が検出されている。そのいずれ も、周囲に柱穴等の付属施設を持たず

単独で検出されている。よってここでは、この炉址 を住居址内の炉址 とは考えずに屋外炉 と考

える。

その屋外炉の内 3号、 7号、 8号からは炉体土器が検出されている。その他のものは、掘 り

込みに焼上が伴っているものである。

各炉址 ともに、土器以外の遺物は検出されていない。

4,土   坑 (第38～ 44図 )

土坑は調査区全体に25基検出されている。検出状況に特に規則性は無 く全体に散漫に散 らば

っている。

第 2節  出土遺物

1, 1号滞状遺構 (第 45図 )

本址からは茶日の下半の部分が完形で出土している。直径42.9cm・ 底径4CIm・ 器高11.9cmを

計る。

2, 3号屋外炉 (第 46図 )

-3Cl―



ここでは、粗製の深鉢の胴中位から下の部分が出上 している。底径は1儀m。 現存器高16血 を

測る。底部には網代痕が残っている。

3, 7号屋外炉 (第 47図 )

ここでは、 3つ の上器が出土 している。

1は、深鉢の胴下半以下で、 2本組みの沈線によって文様が描かれている。底径は7.4m。 現

存器高は10,伽 である。

2は、同じく深鉢であるが、胴中位のみ残存している。文様はおそらく1本 を単位 とした沈線

によって描かれていて、底部には網代痕が残っているがかなり摩滅 している。

3は 、粗製の深鉢の胴下半以下である。文様は施されておらず、無文である。底径は12.8Cm

・現存器高12.4cmを 測 り、底部には網代痕が残されている。

4, 8号屋外炉 (第48図 )

とは、底部と口縁部を欠いた深鉢型土器である。文様は縄文を地文にしてその上に3本から

4本の単位の沈線を垂直方向と斜め方向に繰 り替えして施 している。現存器高は17.静mで、最

大径は口縁部にあると思われる。

2は 、無文の深鉢型土器の胴 中位から下の部分である。底径は 7 cm。 現存器高は21.痴 を

測 る。 底部 には網代痕が残されているが、摩滅が激 しく判然としない。

本遺跡から出土した土器はいずれも縄文時代後期前半、堀之内 I式の範ちゆうに納まるもの

と思われる。
腰 井真貴)
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第19図 別当遺跡 第 1号住居址敷石配置図 (1/80)
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L=76480m

別当一号 敷石住居跡

炉

8 灰白褐色土層 締り余り無し粘性ほとんど無し。

第21図 別当遺跡 第 1号住El■炉実測図 (1/30)
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第23図 別当遺跡 第 2号住居址掘り方実測図 (1/80)
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L=76■ 70m

H-2別 当遺跡(2次 )上坑セクシヨンロ

1 黒褐色土層 若千炭化物を含む、淡責褐色の焼上の

ような粒子を極めて微量含む、粘性締 り共に弱い。

2 淡責禍色土 焼上のような物が全体になっている、

若千黒色上が混入 している、粘性なく締 り強い。

3.黒色上層 若千焼上のような上が混入 しているが 1

層よりも少ない、粘性弱 く締 りやや強い。

H-1別 当遺跡(2次 )土坑セクシヨン図

1 黒色上層 粘性 とても強 く締 り多少弱い

2 cm位 の小石若干混入

2 暗褐色、黒色土 と褐色上がま じつた層―

部に炭化物、粘性強 く締 りも強い。

3 黒褐色±  2層 よりも褐色上の混入が少

ない炭化物が少量混入、粘性強 く締 りとて

も強い。

と=764

H-3別 当遺跡土坑土層断面図

1層  褐色上層
粘性無 くしま りも弱い砂質の層

2層 黒禍色土層
黒色上が多量にソフ トロームが極めて

少量混入、締 り弱 く粘性多少有 り

3層 褐色上層
部分的にソフ トロームが多 く混入粘性

な くしま り弱い砂質の層

第25図 別当遺跡

第 1・ 2・ 3号土坑実測図 (1/40)

L=76450m

＼　　「

1,明褐色土層

締 りやや有 り

粘性やや有 り

2焼 土

3 明褐色土層

締 り有 り(4よ り強い)

焼上を多 く含む

粘性やや有 り

4 黒色土層

締 りあり

粘性やや有 り
5 黒褐色土層

締 り有 り

粘性やや有 り

少量の小礫を含む

第24図 別当遺跡 第 2号住居址炉実測図 (1/30)
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第26図 別当遺跡 土境墓実測図 (1/20)

第27図 別当遺跡第 1号住居址 (1/3)
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第28図 別当遺跡第 2号住居址(1/3)
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第29図 糀屋敷遺跡 遺構配置図 (S=1/200)
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第30図 糀屋敷遺跡 第 1号住居址 (S=1/∞ )
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第 1号住居址炉址実測図 (S=1/30)
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第31図 糀屋敷遺跡



〆

L=84860m

1 明褐色土層  しま り強い、粘性な し、日―ムブロックと小礫多 く含む。

T~}轟
轟 耀 蠅 枠 雄 晏 露 発

。

7 褐色上層  しま りやや強い、粘性有、ローム粒子多 く含む。

Ｂ

一

ぼ

L=84910m

|:喜ξ::: i:才ξl:ことこ::患奪!ヨζ:こ:言恵:小礫少量含む。

1 黒色土層  しま り有、粘性やや有、小礫少量含む。
2 暗褐色上層  しま り '粘性やや有、小礫若干含む。

3 暗褐色土層 しま りやや有、粘性有、炭化物少量混入。
4:黒褐色土語  しま りやや強い、粘性強い、 ローム粒子少五含む。
5 明褐色土層  しま りやや強い、粘性な し、砂多 く含む。炭化物少量混入。
6 砂層  しまり 。粘性な し、小礫少量含む。
7 明褐色土層  しま り・粘性やや有、ローム粒多量に含む。
8 明禍色土層  しま り '粘性やや有、小 ロームブロック少量含む。
9 暗褐色土層  しま り・ 粘性有、 日―ム粒少量含む。
10 砂利層  しま り有、粘性な し、砂 と小礫多 (含 む。
■ 明褐色土層  しま り・粘性ほとんどな し、砂多 く含む。

ご

L=849∞m

1 黒色土層  しまり有、粘性やや有、
2 明褐色土層  しま りやや強い、粘性な し、小礫少二含む。
3 暗褐色土層  しま り ,粘性強、ローム粒子微量含む。
4 明禍色土層 (2層 より明るい)し ま りやや強い、粘性な し、小礫多 く含む。
S 明褐色上層  しま りやや強い、粘性有。

1 明褐色土層  しま り ,粘性強い、ロームブロック及び粒子多 く含む。
2 茶褐色土層  しま り・粘性強い、ローム粒子少量含む。
3 黒色土層  しま り・粘性強い、 日―ム粒子微量含む。
4 暗褐色土層  しま り・ 粘性やや有、赤色粒子少量含む。

5 明褐色砂利層  しま りやや有、粘性な し、砂 と小礫多 く含む。
6 暗褐色上層 (1層 よりやや明るい)し ま り'粘性強、ローム粒子微量含む。
7 黒褐色土層  しま り有、粘性やや強い、砂少量含む。
3 暗褐色砂利層  しまり有、粘性な し、礫多 く含む。
9 炭褐色土層  しま り有、粘性やや有、砂多 く含む。

第32図 糀屋敷遺跡 第 1号濤状遺構実測図 (S=1/120)

il二:::::!ξと::皇::::i:::::と言と:ヒi与轍む。
ア 黒色土層  しま り有、粘性強い、ローム粒子微量含む。
8 砂利層  しま りやや有、粘性な し、下層に小礫若千含む。

島1震報琶圭層 し妻サ蓋禎甘違違輩とF悪多好き慾テ
含む、砂多く含む。
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L=848 mm

第 2号濤状遺構実測図

― も 一

(S=1/120)第33図 糀屋敷遺跡



3

第34図 糀屋敷遺跡 第1・ 2。3号 1炉址実測図 (S=1/301

螂
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く正三正三くこIIIII〔

:,テ

ア

~~5

第

“

図 糀屋敷遺跡 第4・516号炉址実測図 (S=1/30)
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7-B

糀屋敷遺跡 第 7号炉址実測図 (S=1/m)
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第37図 糀屋敷遺跡 第 8号炉址実測図 (S=1/30)
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Ａ
＊
キ

L=849 1Xlm

H‐-1

1 黒褐色土層 締 り有 り、粘性有 り

ロームブロックを少量含む。

1.褐色土層 締り有り、粘性有り
大ロームブロックを多量に含む。

2.黒色上層 締りやや有り、粘性強い、
小日―ムブロックを少量含む。

L=849 1Xlm

1 暗禍色上層 締 りやや有り、粘性やや有り、
小ロームブロックを少量含む。

2 明禍色土層 締 り有り、粘性有り(1層 より少し強)

ロームブロックを多量に含む、小礫を少量含む。

L=84a lXlm

-4

l 明褐色土層 締 りやや有り、粘性有り
ロームブロックを少量含む。

第Ⅲ2・ 3・ 4号土坑実測図 (S=1/40)

-50-

第38図 糀屋敷遺跡



N
~・ L=849∽ m

A

Ｂ

一

Ａ

一

1号薄

::壽言:S層懲とSととζ二岳専iti:71撼乙三そ:号争:

第 5・ 6・ 19号土坑実測図 (S=1/拇 )

一- 51 -―

第39図 糀屋敷遺跡



L=849,20

L=84920

1 暗褐色土層 締りやや有り、粘性やや有り、ローム

粒子を少量含む。
2 明禍色上層 締 り有り、粘性有り(1層 よりやや強い)

ローム粒子を微量含む。
3 黄禍色土層 締りあまり無い、粘性あまりない(1層

よりやや強い)、 日―ム粒子を微量
口…ム社を多く含む。     (1層 より弱い)

L=849211m

1 明褐色土層 しまり有、粘性やや有

L=848211m

::毒樹:こ:し :こ |そモを1筆屋汽i:拿:「きζ三ヨ:3;静み、
小礫を多 く含む。

4iョ
習督ザ奨也織 嗚

有、粘性ほとんどな し (3層より弱とヽ)、

5 暗褐色土層  しま りい くらか有、粘性いくらか有 (4層よ以弱醸ヌ
ローム粒子を多 く、ロームブロックを少量含む。

6苫
雪複9舌▼ 夢整 イ瞥霞

しま り有、粘性やや有 (2層 と同 D

' 
黒色土層  しま りほとんど無 し、粘性強い、日―ムブロックを少量

含む。

第7・ 8・ 9・ 10号土坑実測図 (S=1/40)

一-52-―

第40図 糀屋敷遺跡



L=84890

1,明褐色土層 しまり有、粘性有、ローム
粒を多く含む。

2.暗褐色土層 しまり有、粘性やや有、
日―ム粒子を少量含む。

3.明褐色土層 しまりやや強い、粘性やや
強い、小ロームブロックを多く含む。

L=860鉤 m

L=84&30

H-14

1.暗褐色土層 しまり有、粘性有、炭化物
を多 く含む、ローム粒子 を微量含む。

H―■

1.暗褐色土層 しまりやや有、粘性やや有、
ロームブロックを多く含む (ロ ーム粒子を
少し混入する0

こ■_、、くくこIIIと:::こ正三二5ア~上「
:|:

1嶺蚕f宗音Eム与吉サ,ど多ぞ誉愁Ⅲ
やや強

第11・ 12・ 13・ 14号土坑実測図 (S=1/40)第41図 糀屋敷遺跡
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l号薄セクシヨン対応

…        … L=84780m

ヤ
 H-26

1号滞セクシヨン対応

第42図 糀屋敷遺跡 第25。 26号土坑実測図 (S=1/40)
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L=84a lXlm

1 暗褐色土層 しまり有、粘性やや有、
日―ムブロックを多く含む。

2 明褐色土層 しまり有、粘性やや有、
ローム粒を多く含む。

~・

L=84&50

H-18
攪乱

1.暗褐色土層 しまりやや有、粘性強い

2 明褐色土層 しまり有、粘性やや有、

炭化物 を少 し含む。
3 責褐色土層 しまり強い、粘性ほとんど

な し、ロームブロックを多 く含む、小礫 を

少 し含む。

・~    l     L=849 1Xlm

H-16

1 明褐色土層 しま りあまりな し、粘性

ほとんどな し、炭を少量含む。

ゝ

ド
849H117

lLE視
亀老5量普患竺途笠サ哲し

'歯

写i

炭化物を少し含む)

L=84820
―ヽ___、

＼
＼
＼
＼_____一、_一P/メ

~H_22

第43図 糀屋敷遺跡 第15。 16・ 17・ 18・22号土坑実測図 (S=1/40)
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1号洛セクシヨン対応

L=851120m

H-24

1号藩セクシヨン対応

第23・蟄号土坑実測図 (S=1/40)

-56-

第44図 糀屋敷遺跡



第45図 糀屋敷遺跡 1号濤出土土器

茶日実測図 (1/8)
第46図 糀屋敷遺跡第 3号屋外炉

器

メ

イ

／

土土出

第47図 糀屋敷遺跡 第 7号屋外炉出土土器
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第48図 糀屋敷遺跡 第 8号屋外炉址 出土土器

-58-



第 2表  糀 屋 敷 遺 跡 土 坑 一 覧 表

土坑No グリット 形  状 長軸方向 直径 俺m) 深 さ
(cm ) 出土遺物 備 考

F-4 円   形 113× 107 10

2 E-4 円  形 101× 95 24

3 E-4 円 形 N61° E 130× 128 26

E-5 円  形 70× 68 27

5 E-4 隅丸方形 N∞
°E 125× 90 20 19号土坑及 び

1号濤 と切 り合 い

6 E-4 長 方 形 N58° E 158× 95 18

7 D-4 長隋円形 N60° E 170× 119 26

8 F-4 円 形 87× 77 30

9 E-5 隅九方形 N57° E 138× 80 20

10 E-4 円 形 75× 64 18

F下 4 円 形 105× 96 14

12 E-2 隅丸方形 N46° E 155× 100 25

13 E-2 不整円形 137× 128 24 古 銭

14 F-4 円 形 ? 55× 77 9 南半分攪 乱
によ り不 明

15 F-4 四 角 形 142× 120 46 テラス有

16 F-4 隅丸方形 N33° W 69× 57 5 古 銭

17 F-4 隋 円 形 N lo° E 50× 40 12

18 D-5 不整円形 135× 120 30 2号濤と切 り合い

19 E-4 隅九方形 N60° E 181× 94 35
5号土坑 と
1号濫 と切 り合い

つ
る

つ
々 C-5 円 形 N54° W 117× 110 31

23 E-3 隅九方形 N70° E 295× 105 40
1号濤と

切 り合 V

24 E-3 隅丸方形 N77° E 80X97 15

25 E-2 隅丸方形 N75° E 174× 130 19

26 B-6 65× 57 19 縄文式土器 テラス有

註 :( )内 の数字は現在する部分の計測値

第20、 21号土坑は欠番

―- 59 -



図版 -1

深草遺跡

近景 (東から)

深草遺跡

第 1号住居址



図版 -2

深草遺跡

第 1号住居址

出土遺物



図版 -3

深草遺跡 第 1号住■l■ 出土遺物



図版 -4

別当十三塚遺跡

遠景 (東から)

別当十三塚遺跡

第 2号塚

別当十三塚遺跡

第 3号塚



図版 -5

別当十三塚遺跡

第 4号塚

1号土墳人骨

別当十三塚遺跡

第 4号塚

1号濤状遺構

別当十三塚遺跡

第 5号塚



図版 T6

別当十三塚遺跡 石造物 (1)



図版 -7

別当十三塚遺跡 石造物 (2)



図版 -8

別当遺跡

遠景 (東から)

別当遺跡

第 1号住居址

別当遺跡

第 1号住居址

掘 り方



図版 -9

別当遺跡

第 1号住EllL

炉体土器

別当遺跡

第 1号住居址

炉掘 り方

別当遺跡

第 2号住居址



図版 -10

別当遺跡

第 2号住居址

掘 り方

別当遺跡

第 2号住居址

炉址

別当遺跡

第 2号住居址

炉体土器



図版 ― H

別当遺跡

第 1号住居址

出土土器

別当遺跡

第 4号土嫉

人骨出土状態

別当遺跡

第 4号土墳

掘 り方

別当遺跡

第 2号住居址

出土土器



図版 -12

糀屋敷遺跡

第 1号濤内

石臼出土

驚
勧
　
ピ
螺
鮎

糀屋敷遺跡 第 2号濤 (北から)糀屋敷遺跡 第 1号濤 (南から)



図版 -13

糀屋敷遺跡

第 3号炉址

炉体土器

糀屋敷遺跡

第 3号炉址

完掘状態

糀屋敷遺跡

第 7号炉址

炉体二器―A



図版 -14

糀屋敷遺跡

第 7号炉址

炉体土器― B

糀屋敷遺跡

第 7号炉址

完掘状態

糀屋敷遺跡

第 8号炉址



図版 -15

糀屋敷遺跡近景 (北から)

糀屋敷遺跡

第 1号住居址

糀屋敷遺跡

第 1号住居址

石組炉址



図版 -16

糀屋敷遺跡出土土器

(1-3号炉址、2～ 4… 7号炉址、 5・ 6… 8号炉址出土)
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